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専
修
大
学
文
学
部
（
廣
瀬

玲
子
学
部
長
）
は
、
韓
国
の

忠
北
大
学
人
文
学
部
と
教
育

・
研
究
面
で
の
交
流
を
推
進

す
る
こ
と
に
同
意
し
、
組
織

間
協
定
方
式
に
よ
る
国
際
交

流
協
定
を
結
ん
だ
。

忠
北
大
学
は
理
系
、
文
系

の
１３
学
部
を
擁
す
る
総
合
国

立
大
学
で
１
９
５
１
年
に
開

校
。
朝
鮮
半
島
の
中
央
部
に

位
置
す
る
忠
清
北
道
の
中
核

チ
ョ
ン

ジ
ュ

都
市
・
清
州
市
に
あ
る
。
人

文
学
部
は
英
語
な
ど
の
語
学

文
学
科
（
日
本
語
や
日
本
文

学
関
連
の
学
科
は
な
い
）
の

ほ
か
、
哲
学
科
や
史
学
科
、

美
術
科
、
考
古
美
術
史
学
科

な
ど
１０
学
科
か
ら
成
る
。

考
古
学
や
美
術
史
、
文
献

史
学
の
分
野
で
相
互
研
究
が

期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
本

学
の
歴
史
学
科
が
中
心
と
な

り
交
流
を
進
め
る
。
文
学
部

の
国
際
交
流
組
織
間
協
定
校

は
、
日
本
語
学
科
が
中
心
と

な
っ
て
交
流
活
動
を
行
っ
て

ホ

ナ
ム

い
る
韓
国
・
湖
南
大
学
（
光

州
広
域
市
）
人
文
社
会
学
部

に
続
き
２
校
目
。

調
印
式
は
１２
月
１８
日
に
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、

矢
野
建
一
学
長
と
廣
瀬
文
学

部
長
が
協
定
書
に
署
名
。
忠

ソ
ン
ジ
ョ
ン

ヨ
ン

北
大
学
か
ら
は
、
成
正
鏞
・

人
文
学
部
考
古
美
術
史
学
科

ベ

ビ
ョ
ン

ギ
ュ
ン

教
授
と
裵
柄
均
・
同
中
語
中

文
学
科
教
授
が
、
尹
汝
杓
総

長
と
金
元
漢
・
人
文
学
部
長

の
署
名
入
り
協
定
書
を
持
参

さ
れ
、
矢
野
学
長
ら
と
交
換

し
た
。
考
古
学
が
専
門
の
土

生
田
純
之
、
高
久
健
二
両
教

授
と
、
大
林
守
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
長
も
同
席
し
た
。

今
後
は
▽
学
生
、
教
員
、

研
究
員
の
受
け
入
れ
・
派
遣

▽
共
同
研
究
▽
学
術
資
料
・

刊
行
物
や
情
報
の
交
換
、
な

ど
を
予
定
。
将
来
的
に
は
学

生
の
海
外
実
習
や
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
実
施
な
ど
に
つ

い
て
も
視
野
に
入
れ
て
い

る
。
本
学
の
国
際
交
流
協
定

校
は
、
組
織
間
協
定
が
３
カ

国
７
機
関
（
大
学
間
協
定
は

１７
カ
国
・
地
域
２１
大
学
）
と

な
っ
た
。

古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究

セ
ン
タ
ー
（
飯
尾
秀
幸
セ
ン

タ
ー
代
表
）
が
主
催
す
る
初

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
代
東

ユ
ー
ラ
シ
ア
地
域
と
朝
鮮
・

日
本
」
が
１１
月
２９
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

た
。
研
究
者
や
歴
史
フ
ァ
ン

ら
１
５
１
人
が
来
場
し
、
３

氏
に
よ
る
講
演
と
討
論
が
行

わ
れ
た
。

演
者
と
テ
ー
マ
は
▽
片
山

章
雄
東
海
大
学
教
授
「
鮮
卑

の
祖
先
窟
の
伝
達
と
突
厥
の

祖
先
窟
の
伝
承
」
▽
荒
井
秀

規
氏
（
藤
沢
市
郷
土
歴
史

課
）
「
渡
来
人
の
東
国
移
配

と
高
麗
郡
・
新
羅
郡
」
▽
土

生
田
純
之
文
学
部
教
授
「
５

世
紀
後
半
に
お
け
る
東
国
の

渡
来
人
」

同
セ
ン
タ
ー
の
研
究
テ
ー

マ
は
「
古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア

世
界
の
人
流
と
倭
国
・
日

本
」
。
飯
尾
セ
ン
タ
ー
代
表

が
「
前
身
で
あ
る
東
ア
ジ
ア

世
界
史
研
究
セ
ン
タ
ー（『
古

代
東
ア
ジ
ア
世
界
史
と
留
学

生
』
０７
～
１１
年
度
）
の
成
果

に
基
づ
き
、
そ
の
対
象
を
東

ユ
ー
ラ
シ
ア
に
広
げ
、
人
流

と
い
う
視
点
か
ら
こ
れ
を
一

つ
の
地
域
と
し
て
設
定
す
る

こ
と
の
意
味
を
考
え
、
そ
の

な
か
で
日
本
に
渡
来
し
た
人

々
が
ど
の
よ
う
に
定
着
し
、

日
本
の
文
化
や
社
会
に
い
か

な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
を

探
っ
て
い
き
た
い
」
と
趣
旨

を
述
べ
た
。

続
い
て
片
山
氏
は
、
５
、

６
世
紀
の
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ア

の
情
勢
を
概
括
し
、
鮮
卑
・

突
厥
の
各
祖
先
窟
の
所
在
情

報
が
都
へ
伝
達
さ
れ
る
ル
ー

ト
を
推
定
し
、
当
該
時
期
の

人
流
を
考
察
し
た
。

荒
井
氏
は
、『
続
日
本
紀
』

な
ど
の
文
献
を
も
と
に
、
渡

来
人
に
よ
っ
て
建
郡
さ
れ
た

高
麗
郡
（
現
・
埼
玉
県
日
高

市
周
辺
）
と
新
羅
郡
（
現
・

埼
玉
県
新
座
市
周
辺
）
の
成

立
過
程
と
渡
来
人
の
入
植
に

つ
い
て
論
じ
た
。

土
生
田
教
授
は
、
遺
物
・

遺
構
な
ど
の
考
古
学
的
見
地

か
ら
東
国
へ
の
渡
来
人
の
流

入
時
期
と
そ
の
地
域
で
の
集

落
構
造
を
探
り
、
さ
ら
に
剣

崎
長
瀞
西
遺
跡
（
群
馬
県
高

崎
市
）
な
ど
３
遺
跡
の
出
土

品
な
ど
か
ら
渡
来
人
の
生
活

実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。

講
演
終
了
後
、
高
久
健
二

文
学
部
教
授
の
司
会
で
報
告

者
間
に
よ
る
討
論
が
行
わ

れ
、
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
文
部
科
学

省
や
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
な
ど
の
外

部
機
関
か
ら
助
成
を
受
け
、
国
際
社
会
に
対
応
し
た

学
際
的
な
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。文
科
省
の「
私

立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
」
に
採
択

さ
れ
、
今
年
度
か
ら
始
動
し
た
本
学
の
３
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
１１
月
と
１２
月
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、

２
０
１
８
年
度
ま
で
今
後
５
年
に
わ
た
る
研
究
の
方

向
性
を
示
し
た
。

ア
ジ
ア
産
業
研
究
セ
ン
タ

ー
（
小
林
守
セ
ン
タ
ー
代

表
）
は
１１
月
１５
日
、
「
ア
ジ

ア
消
費
市
場
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
」
と
題
す
る
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー

が
研
究
す
る
の
は
、
メ
コ
ン

諸
国（
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ
イ
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
）
に
お
け
る
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
の
経
済
統
合
の
影
響

や
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
内
で
の
地

域
間
格
差
。
現
地
の
中
小
企

業
の
視
点
で
調
査
・
分
析
す

る
こ
と
に
力
点
を
置
く
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
冒
頭
、

小
林
セ
ン
タ
ー
代
表
は
「
メ

コ
ン
地
域
で
面
の
調
査
を
進

め
て
い
く
が
、
今
回
は
メ
コ

ン
地
域
で
ビ
ジ
ネ
ス
上
、
大

き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る

中
国
の
研
究
者
と
実
務
者
、

日
本
に
在
住
経
験
が
あ
る
ベ

ト
ナ
ム
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
研

究
者
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国

の
消
費
市
場
の
変
化
に
つ
い

て
語
っ
て
い
た
だ
く
」
と
趣

旨
を
説
明
し
た
。

中
国
で
は
、
１
９
９
０
年

代
以
降
に
生
ま
れ
た
若
い
世

代
「
９０
後
」
が
消
費
を
リ
ー

ド
す
る
。
「
旺
盛
な
消
費
活

動
の
一
方
で
貧
富
の
差
が
拡

大
し
、
急
速
な
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
」
と
渡
辺
達
朗
商

学
部
教
授
が
中
国
社
会
の
課

題
を
指
摘
。
続
い
て
、
中
国

・
首
都
経
済
貿
易
大
学
の
陳

立
平
主
任
教
授
と
、
大
手
ベベ

イ

ビ
ー
フ
ー
ド
メ
ー
カ
ー
「
貝

イ
ン
メ
イ

因
美
」
副
総
裁
の
虞
江
新
氏

が
講
演
し
た
。

陳
教
授
は
「
学
生
に
聞
く

と
、
１
割
し
か
ギ
ョ
ー
ザ
の

作
り
方
を
知
ら
な
い
。
核
家

族
化
と
高
齢
化
で
総
菜
な
ど

な
か

し
ょ
く

の
中
食
市
場
が
拡
大
し
て

い
る
」
と
説
明
。
高
齢
化
社

会
を
支
え
る
小
売
業
と
し

て
、
日
本
の
小
型
ス
ー
パ
ー

や
コ
ン
ビ
ニ
に
注
目
し
て
い

る
と
述
べ
た
。
虞
氏
は
、
主

力
製
品
の
粉
ミ
ル
ク
の
シ
ェ

ア
が
外
資
系
２
社
に
次
ぎ
第

３
位
で
あ
る
と
説
明
。
「
研

究
開
発
に
力
を
入
れ
、
育
児

相
談
な
ど
の
無
料
サ
ー
ビ
ス

で
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
た
」

と
経
営
戦
略
を
語
っ
た
。

後
半
は
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ダ

ナ
ン
経
済
大
学
の
チ
ン
・
ト

ゥ
イ
・
フ
ン
専
任
講
師
と
、

名
古
屋
大
学
カ
ン
ボ
ジ
ア
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
長
の

ン
ガ
ウ
・
ペ
ン
ホ
イ
特
任
准

教
授
が
登
壇
。
生
産
拠
点
か

ら
消
費
市
場
へ
と
変
化
を
み

せ
る
自
国
の
現
状
と
今
後
の

展
望
を
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
語

で
報
告
し
た
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー

（
原
田
博
夫
セ
ン
タ
ー
代

表
）
主
催
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
経
済
発

展
」
が
１２
月
６
日
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
、
基
調

講
演
と
研
究
員
４
人
に
よ
る

研
究
報
告
、
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
た
。

目
覚
ま
し
い
経
済
発
展
を

み
せ
る
ア
ジ
ア
諸
国
で
「
人

々
の
安
心
感
・
満
足
感
・
幸

福
感
」
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）
は
ど
の

よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
―

が
大
き
な
テ
ー
マ
。
生
活
状

況
や
社
会
認
識
な
ど
に
つ
い

て
数
カ
国
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
う
計
画
で
、
準
備
が

進
む
。

原
田
セ
ン
タ
ー
代
表
は

「
経
済
的
発
展
と
生
活
満
足

度
は
必
ず
し
も
関
連
し
な
い

と
す
る
先
行
研
究
も
あ
る
。

経
済
発
展
や
都
市
化
と
、
市

民
社
会
・
民
主
的
な
政
治
の

定
着
は
関
連
が
あ
る
の
か
ど

う
か
、
ア
ジ
ア
の
数
カ
国
の

研
究
所
と
も
連
携
し
な
が
ら

明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
」

と
研
究
テ
ー
マ
を
説
明
し

た
。基

調
講
演
し
た
オ
ー
ス
ト

リ
ア
・
リ
ン
ツ
の
ヨ
ハ
ネ
ス

ケ
プ
ラ
ー
大
学
の
フ
リ
ー
ド

リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
教

授
は
、
財
政
学
や
公
共
選
択

の
専
門
家
。
人
々
の
真
の
幸

福
を
測
る
う
え
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

に
代
表
さ
れ
る
標
準
的
な
経

済
指
標
の
限
界
を
語
り
、
公

式
な
統
計
に
は
表
れ
な
い
シ

ャ
ド
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
存
在

の
大
き
さ
を
指
摘
し
た
。

後
半
の
研
究
報
告
は
、
前

身
の
社
会
関
係
資
本
研
究
セ

ン
タ
ー（
０９
～
１３
年
度
）が
日

本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
７
カ
国

・
地
域
で
実
施
し
た
、
社
会

関
係
資
本
（
地
域
社
会
に
お

け
る
人
々
の
結
び
つ
き
や
信

頼
関
係
）
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
も
と
に
行
わ
れ

た
。個

人
レ
ベ
ル
で
は
ど
ん
な

要
因
が
幸
福
度
を
上
げ
る
の

か
、
村
上
俊
介
経
済
学
部
教

授
、
神
原
理
商
学
部
教
授
、

大
矢
根
淳
人
間
科
学
部
教

授
、
丸
茂
雄
一
法
学
部
非
常

勤
講
師
が
、
地
域
の
つ
な
が

り
と
関
連
づ
け
て
報
告
。
金

井
雅
之
人
間
科
学
部
教
授
の

司
会
で
総
括
質
疑
が
行
わ

れ
、「
共
助
が
進
む
社
会
で
は

シ
ャ
ド
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
ふ

く
ら
む
の
か
」
な
ど
の
質
疑

が
交
わ
さ
れ
た
。

鹿
住
教
授
の
研
究

学
外
助
成
に
採
択

鹿
住
倫
世
商
学
部
教
授
が

代
表
を
務
め
る
共
同
研
究

「
女
性
の
起
業
に
お
け
る
資

金
調
達
お
よ
び
経
営
支
援
ニ

ー
ズ
に
関
す
る
国
際
比
較
」

が
公
益
財
団
法
人
全
国
銀
行

学
術
研
究
振
興
財
団
よ
り
２

０
１
４
年
度
研
究
助
成
（
経

済
分
野
）
に
採
択
さ
れ
た
。

研
究
で
は
、
女
性
の
起
業

に
お
け
る
資
金
ニ
ー
ズ
や
調

達
方
法
、
公
的
機
関
な
ど
に

よ
る
経
営
支
援
へ
の
ニ
ー
ズ

や
活
用
し
た
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
を
、
日
本
、
イ
タ
リ

ア
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
英
国
の

４
カ
国
で
比
較
。
日
本
の
女

性
起
業
支
援
政
策
や
金
融
機

関
に
よ
る
起
業
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
企
画
立
案
に
役
立
つ

情
報
の
提
供
を
目
指
す
。
研

究
期
間
は
１
年
間
。

阿
部
史
郎
氏
（
あ
べ
・
し

ろ
う
）
・
経
済
学
部
助
教

１２
月
１９
日
、４０
歳
で
死
去
。

２
０
１
３
年
か
ら
在
職
。
主

な
担
当
は
「
地
域
経
済
論
」。

◀

趣
旨
を
説
明
す
る
小
林

セ
ン
タ
ー
代
表

◀

ベ
ト
ナ
ム
の
現
状
に
つ
い
て

報
告
す
る
フ
ン
講
師

◀

講
演
者
、
報
告
者
が

質
疑
に
応
じ
る

専大文学部 韓国・忠北大人文学部

考
古
学
、美
術
史

相
互
研
究
に
期
待

国際交流協定結ぶ

文
献
史
学
分
野
で

社会知性開発研究センター・３プロジェクトがシンポ開催

「アジア消費市場のフロンティア」「アジア消費市場のフロンティア」

ジ
ョ
ウ
リ
ン
ホ
ウ

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
経
済
発
展
」

▲ 基調講演を行った

シュナイダー教授

「
古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
地
域
と
朝
鮮
・
日
本
」

▲ 飯尾センター代表

▲

右
か
ら
大
林
セ
ン
タ
ー

長
、
廣
瀬
文
学
部
長
、

矢
野
学
長
、
忠
北
大
学

の
裵
・
成
両
教
授
、
土

生
田
・
高
久
両
教
授

訃

報
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